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第16回定時総会開催
令和7年度事業報告と決算
地区活動報告

見
習
っ
て
私
も
目
標
達
成
の
た
め
頑
張
ろ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
、
皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
川
　
観
泉
寺
に
つ
い
て

7
6
2
0
　
神
崎
美
恵
子

　

京
都
に
行
き
た
く
な
っ
た
ら
ま
ず
今
川

の
観
泉
寺
へ
、
避
暑
地
に
行
き
た
く
な
っ

た
ら
観
泉
寺
へ
と
お
勧
め
し
た
い
場
所
で

す
。
美
し
く
手
入
れ
さ
れ
た
鯉
の
泳
ぐ
庭

園
と
竹
林
の
景
観
は
素
晴
ら
し
く
、
ま
た

周
辺
の
小
路
も
お
寺
の
深
い
緑
に
覆
わ
れ

て
、
近
隣
と
は
気
温
が
２
、３
度
は
低
い
涼

を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
戦
国
大
名
の
末
裔
今

川
氏
の
菩
提
寺
で
も
あ
り
、
歴
史
的
に
も

由
緒
あ
る
寺
院
。
秋
に
は
紅
葉
と
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
、
春
に
は
牡
丹
や
枝
垂
桜
も
有
名

で
す
。
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令和7年度　東京都58センターでの杉並区SCランキング
順位 年度末会員数（人） 就業率（％） 受託件数（件） 配分金＋賃金収入（円） 事業収入（千円）
1 練馬区 3,742 稲城市 95.6 練馬区 20,299 足立区 1,391,118 葛飾区 1,676,451
2 江戸川区 3,506 千代田区 92.1 世田谷区 17,986 葛飾区 1,373,313 練馬区 1,546,545
3 大田区 3,240 奥多摩町 92.0 大田区 17,678 練馬区 1,362,718 足立区 1,523,054
4 足立区 3,180 あきる野市 91.6 足立区 16,296 板橋区 1,316,940 板橋区 1,510,769
5 板橋区 3,102 福生市 88.4 杉並区 15,657 江戸川区 1,219,039 世田谷区 1,488,241
6 世田谷区 3,094 瑞穂町 86.9 板橋区 14,705 世田谷区 1,105,851 江戸川区 1,352,976
7 葛飾区 2,986 目黒区 86.9 江戸川区 14,398 江東区 1,083,483 品川区 1,242,343
8 町田市 2,718 足立区 85.0 目黒区 12,494 品川区 1,032,868 江東区 1,177,180
9 杉並区 2,615 国立市 84.0 町田市 12,187 北区 1,016,253 北区 1,123,043
10 江東区 2,575 羽村市 83.2 品川区 11,603 大田区 895,134 大田区 1,120,343
杉並区 44位 68.2 12位 851,967 13位 980,161
※就業率（％）は派遣契約を除く。

　
「
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
６
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
小
誌
が
お
手
元
に
届

く
頃
に
は
、
全
て
の
結
果
が
出
揃
い
、
様
々

な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
日

本
代
表
は
開
幕
直
前
に
複
数
の
主
力
選
手

が
負
傷
し
離
脱
し
た
と
は
い
え
、
ベ
ス
ト

16
を
突
破
で
き
た
か
ど
う
か
で
、
評
価
は

大
き
く
分
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
試
合
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
は
、
次
の
試

合
の
キ
ッ
ク
オ
フ
の
笛
で
あ
る
」日
本
サ
ッ

カ
ー
の
父
と
言
わ
れ
る
デ
ッ
ト
マ
ー
ル
・

ク
ラ
マ
ー
の
言
葉
で
す
。
今
回
の
結
果
が

ど
う
で
あ
れ
、
そ
の
頃
に
は
日
本
チ
ー
ム

の
２
０
３
０
年
大
会
を
見
据
え
た
新
た
な

歩
み
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
6
月
の
総
会
で
1
年
を

締
め
く
く
る
と
同
時
に
、
新
た
な
1
年
に

向
け
て
役
員
の
選
任
や
交
代
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

定
年
延
長
や
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、

熱
中
症
対
策
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー
も
こ
う
し
た
変
化
に
的
確
に
対
応

し
、
今
後
の
活
動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
坂
本
正
夫
）

主
事
　
石
井 

爽
太
郎

　

７
月
よ
り
、
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
勤
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
石

井
爽
太
郎
と
申
し
ま
す
。

　

趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
で
す
。

週
末
に
は
高
校
時
代
の
友
人
た
ち
と
集
ま

り
、
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
や
会
員
の
皆
さ
ま
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
、
一
日
で
も
早
く
信

頼
し
て
い
た
だ
け
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
、

何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、

会
員
の
皆
さ
ま
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

活
動
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

山
田
　
恵

　

平
成
31
年
４
月
に
嘱
託
職
員
と
し
て
清

水
分
室
に
配
属
さ
れ
、
翌
年
よ
り
常
勤
職

員
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
よ

り
本
部
７
階
に
異
動
と
な
り
、
７
年
３
カ

月
間
、
会
員
の
皆
様
か
ら
沢
山
の
刺
激
と

学
び
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幾
つ
に
な
っ

て
も
向
上
心
を
大
切
に
、
会
員
の
皆
様
を

　
●
退
職
の
ご
挨
拶

　
●
新
任
の
ご
挨
拶
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認
知
度
向
上
お
よ
び
入
会
促
進
を
図
り
ま
し

た
。

⑦
社
会
参
加
等
支
援
事
業

　

シ
ル
バ
ー
孫
の
手
事
業
は
、
全
国
的
に
も

注
目
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で
あ

る
た
め
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
お
た
っ

し
ゃ
訪
問
利
用
家
庭
に
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
な
ど
、
事
業
の
周
知
・
拡
充
に
努
め
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
受
付
件
数
及
び
実
施
件

数
は
昨
年
度
を
上
回
る
成
果
を
上
げ
、
地
域

活
動
の
中
核
を
担
う
事
業
と
し
て
定
着
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

⑧
安
全
就
業
推
進
事
業

　

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
に
と

も
な
い
、「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」

理
念
の
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
本
改
正
に

準
じ
た
熱
中
症
対
策
の
新
た
な
ル
ー
ル
を

策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
全
会
員

に
配
付
し
た
温
湿
度
計
の
携
行
と
有
効
活

用
も
あ
わ
せ
て
啓
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、

会
員
を
対
象
と
し
て
「
安
全
就
業
講
習
会
」

を
主
催
し
、
転
倒
予
防
の
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
ま
た
次
い
で
多
い
自
転
車
事
故

防
止
の
た
め
に
杉
並
警
察
署
、
荻
窪
警
察

署
を
招
い
て
自
転
車
安
全
講
習
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
順
天
堂
大
学
と

の
共
催
で
高
齢
者
の
大
き
な
関
心
事
で
あ

る
「
フ
レ
イ
ル
検
診
」
を
12
月
に
清
水
分

室
に
て
実
施
し
、
会
員
か
ら
も
好
評
を
得

ま
し
た
。   

開
会

　

司
会
・
大
倉
理
事

　

書
記
・
長
谷
川
理
事

会
長
挨
拶
　
本
山
会
長

区
長
挨
拶
　
岸
本
区
長

会
員
表
彰
　

開
会
宣
言
　
本
山
仮
議
長

定
足
数
の
報
告

　

中
平
理
事
か
ら
「
当
日
出
席
者
１
０
６

名
、
委
任
状
１
２
２
３
名
、
議
決
権
行

使
書
２
８
２
名
、
合
計
１
６
１
１
名
」

と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
本

山
仮
議
長
か
ら
総
会
の
成
立
が
宣
言
さ

れ
た
。

議
長
選
出

　

会
長
一
任
の
声
に
よ
り
本
山
仮
議
長
が

坂
本
理
事
を
指
名
。

監
事
報
告

　

大
和
監
事
か
ら
「
本
総
会
の
招
集
決
議

及
び
会
員
へ
の
総
会
通
知
の
招
集
方
法

は
、
法
令
及
び
定
款
に
基
づ
き
、
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
」
と
の
報
告
。

議
事
　
報
告
・
第
１
号
議
案

　

中
村
事
務
局
長
か
ら
「
令
和
７
年
度
事

業
報
告
」
と
「
令
和
７
年
度
決
算
書
類

の
承
認
の
件
」
に
つ
い
て
の
説
明
に
続

き
、
榎
本
監
事
か
ら
「
令
和
７
年
度
の

監
査
報
告
」
に
つ
い
て
「
監
査
報
告
書

の
と
お
り
決
算
書
類
は
適
正
」
と
の
報

告
が
あ
り
、
本
議
案
は
採
決
の
結
果
、

第
３
号
議
案

　
「
監
事
１
名
選
任
の
件
」
に
つ
い
て
本
山

会
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

同
様
に
過
半
数
の
賛
同
を
得
て
選
任
さ

れ
た
。

議
事
終
了
・
理
事
紹
介

　

議
事
終
了
後
、
坂
本
理
事
が
議
長
を
解

任
さ
れ
、
選
任
さ
れ
た
中
村
新
理
事
と

田
島
新
監
事
が
登
壇
し
、
司
会
の
大
倉

理
事
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
。

閉
会
挨
拶　
近
内
副
会
長

■
令
和
８
年
度
役
員

　
会
　
　
長　

本
山　

德
裕

　
副
会
長　

近
内　

茂
樹

　
常
務
理
事　

中
村　

一
郎

　
理
　
　
事　

渡
部　

金
五

　
　
　
　
　
　

宮
西　
　

信

　
　
　
　
　
　

長
谷
川
和
子

　
　
　
　
　
　

大
槻　

博
志

　
　
　
　
　
　

小
宮　

哲
雄

　
　
　
　
　
　

坂
本　

正
夫

　
　
　
　
　
　

大
倉　

光
夫

　
　
　
　
　
　

中
平　

幸
憲

　
　
　
　
　
　

村
上　

善
昭

　
　
　
　
　
　

菊
田　

和
子

　
　
　
　
　
　

小
川　

拓
志

　
　
　
　
　
　

徳
嵩　

淳
一

　
監
　
　
事　

大
和　
　

聡

　
　
　
　
　
　

田
島　

秀
郎

会
長
へ
の
委
任
状
の
数
及
び
議
決
権
行

使
書
に
よ
る
賛
成
を
合
わ
せ
て
、
過
半

数
の
賛
同
を
得
て
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

　
「
理
事
１
名
選
任
の
件
」
に
つ
い
て
本
山

会
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

同
様
に
過
半
数
の
賛
同
を
得
て
選
任
さ

れ
た
。

　公益社団法人杉並区シルバー人材センター『第16回 定
時総会』が令和8年6月24日午後1時30分からセシオン杉
並ホールで開かれました。議案「令和7年度決算書類の承
認の件」「理事1名選任の件」「監事1名選任の件」が承認
されました。

公益社団法人　杉並区シルバー人材センター

第16回　定時総会

　

令
和
７
年
度
は
、
第
三
次
れ
い
わ
ラ
イ

ジ
ン
グ
プ
ラ
ン
の
初
年
度
と
し
て
、
運
営

大
綱
に
掲
げ
る
三
本
の
柱
の
も
と
、
各
種

事
業
に
計
画
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
法

令
改
正
や
社
会
環
境
の
変
化
、
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
新
法
施
行
後
の
就
業
環
境
へ
の
対
応

な
ど
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員

及
び
事
務
局
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
円
滑

か
つ
的
確
な
事
業
運
営
に
努
め
、
概
ね
計

画
ど
お
り
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
員
の
就
業
環
境
の
整
備
、
就

業
機
会
の
確
保
・
拡
大
、
安
全
就
業
の
推
進
、

地
域
貢
献
活
動
の
充
実
な
ど
、
セ
ン
タ
ー

の
公
益
目
的
に
沿
っ
た
取
組
を
着
実
に
進

め
る
と
と
も
に
、
組
織
運
営
に
お
け
る
効

率
化
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
お
け
る
事
業
毎
の
経
費
の

支
出
状
況
は
、
さ
き
に
令
和
８
年
５
月
末
現

在
在
籍
し
て
い
る
全
会
員
へ
送
付
し
ま
し
た

定
時
総
会
の
参
考
書
類
、
ま
た
は
セ
ン
タ
ー

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
就
業
機
会
提
供
事
業

②
労
働
者
派
遣
事
業

　

新
入
会
員
に
対
し
、
希
望
職
種
の
担
当
者

が
お
お
む
ね
１
週
間
以
内
に
フ
ァ
ー
ス
ト
コ

ン
タ
ク
ト
を
と
り
、
迅
速
な
就
業
情
報
の
提

供
を
心
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
就
業
会
員
が

不
足
し
て
い
る
職
種
や
新
規
に
募
集
す
る
仕

事
に
つ
い
て
、 

全
会
員
向
け
に
毎
月
発
行
し

て
い
る
「
就
業
の
ひ
ろ
ば
」
に
募
集
情
報
を

掲
載
す
る
と
と
も
に
、
会
員
専
用
W
E
B
サ

イ
ト
（Sm

ile to Sm
ile

、以
下
「
ス
マ
ス
マ
」

と
い
う
。）
を
活
用
し
、
こ
ち
ら
も
迅
速
な

就
業
提
供
を
実
現
し
、
円
滑
な
就
業
に
つ
な

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
者
派
遣
事
業
に

つ
い
て
は
就
業
開
拓
員
１
名
を
通
年
で
雇
用

し
、
区
内
事
業
所
に
対
す
る
労
働
者
派
遣
事

業
を
含
め
た
セ
ン
タ
ー
事
業
の
営
業
活
動
を 

実
施
し
、
今
年
度
も
派
遣
事
業
に
係
る
業
務

の
受
注
・
実
績
に
つ
い
て
は
順
調
に
推
移
し

て
い
ま
す
。

③
調
査
・
研
究
事
業

　

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
て
、
民
間
・

家
庭
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
除
草
・
植
木
剪

定
・
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
清
掃
・
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
等
の
発
注
者
に
対
し
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

の
読
み
取
り
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
い
ず
れ
も
89
点
以
上
の
高
い
評
価
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
杉

並
区
か
ら
受
託
さ
れ
た
公
共
業
務
で
は
、
６

件
の
年
間
継
続
業
務
に
つ
い
て
杉
並
区
業
務

履
行
評
価
制
度
に
よ
る
評
価
を
受
け
、
そ
の

内
２
件
の
業
務
に
つ
い
て
は
95
点
以
上
の
優

良
の
評
価
を
得
ら
れ
、
次
年
度
の
継
続
契
約

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

④
相
談
事
業

　

各
事
務
局
窓
口
に
お
い
て
随
時
就
業
相
談

を
行
い
、
就
業
上
の
ト
ラ
ブ
ル
や
未
就
業
会

員
の
就
業
紹
介
な
ど
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
各
種
相
談
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る

こ
と
に
よ
り
、
会
員
支
援
の
充
実
と
課
題
の

早
期
解
決
を
図
り
ま
し
た
。

⑤
研
修
・
講
習
事
業

　

東
京
都
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

事
務
局
の
東
京
し
ご
と
財
団（
以
下「
連
合
」

と
い
う
。）
が
主
催
す
る
会
員
の
技
能
支
援

講
習
会
及
び
当
セ
ン
タ
ー
独
自
に
新
規
就

業
会
員
育
成
の
た
め
の
研
修
会
を
適
宜
開

催
し
、
新
た
な
技
能
習
得
を
志
す
会
員
の
参

加
を
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
３
ブ
ロ
ッ

ク
の
他
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、
役
員
や
事
務
局
職
員
向
け
の
研
修
・

講
習
等
を
実
施
し
て
、
役
員
及
び
職
員
の

研
鑽
を
図
り
、
資
質
の
向
上
に
努
め
ま
し

た
。

⑥
普
及
啓
発
事
業

　

未
入
会
者
に
対
し
興
味
を
惹
き
つ
け
ら
れ

る
よ
う
、
ま
た
会
員
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な

ツ
ー
ル
を
提
供
で
き
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
拡
充
と
更
新
を
随
時
行
い
、
視
認
性
の
向

上
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体

へ
の
広
告
掲
載
を
開
始
し
、
リ
ス
テ
ィ
ン
グ

広
告
、
L
I
N
E
広
告
等
の
デ
ジ
タ
ル
媒

体
を
活
用
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　
　
事
業
報
告
と
決
算

令和7年度
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第
16
回
定
時
総
会
に
お
い
て
理
事
1
名
、
監
事
1
名
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
常
務
理
事
に
中
村
一
郎
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

常
務
理
事　

中な
か
む
ら村

　
一い

ち
ろ
う郎

　
「
出
会
い
は
宝
物
で
あ

り
、
財
産
」
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
、
森
保
一
監

督
の
言
葉
で
す
。

　

杉
並
シ
ル
バ
ー
に
奉
職
し
て
３
ヶ
月
、

就
業
を
通
じ
て
社
会
参
加
し
、
他
者
に
寄

り
添
い
、
社
会
貢
献
に
汗
を
流
す
多
く
の

元
気
な
会
員
の
皆
さ
ま
と
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
の
健
闘
と
も
相
ま
っ

て
、
今
、
私
の
心
は
「
宝
物
」
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

６
月
24
日
付
け
を
も
っ
て
常
務
理
事
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
今
ま
で
以
上
に
就
業
の
現
場
に
「
遠

征
」
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
セ
ン

タ
ー
が
目
指
す
、
高
齢
者
の
能
力
を
生
か

し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
、
と
い

う
「
ゴ
ー
ル
」
に
結
び
付
け
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

監
事　

田た

島じ
ま

　
秀ひ

で
ろ
う郎

　

会
員
の
皆
様
、
こ
ん
に

ち
は
。

　

こ
の
た
び
、
監
事
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
田
島
と
申
し
ま
す
。（
現
在
、
杉
七
小
で

令
和
４
年
か
ら
通
学
案
内
交
通
指
導
に
従

事
し
て
お
り
ま
す
。）

　

監
事
の
役
割
は
、
業
務
や
財
産
の
状
況

を
公
正
な
視
点
で
監
査
し
、
健
全
な
運
営

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
役
職
員
の
皆
様
と
連
携
し
、
皆

様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ

う
、
監
事
の
職
務
を
全
う
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

前
監
事　

榎え
の
も
と本

　
達た

つ

夫お　

　

こ
の
た
び
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
在
任

中
は
、
事
務
局
、
事
務
所
の
皆
さ
ん
、
各

理
事
の
協
力
が
あ
っ
て
任
務
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
部
と
分
室
の
監
査
で
は
、
シ
ル
バ
ー

が
多
種
多
様
な
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
再
確
認
し
、
事
業
所
監
査
で
は
、

会
員
が
相
互
に
協
力
し
、
責
任
を
も
っ
て

仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
を
、
実
地
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

監
事
は
退
任
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
役
員
挨
拶

　
退
任
役
員
挨
拶

＊
お
し
ご
と
体
験
会
＊

【
植
木
剪
定
】

　

植
木
剪
定
に
係
わ
る
会
員
が
年
々
減
少

し
、
そ
の
増
員
を
目
的
と
し
、
清
水
分
室
に

て
「
植
木
剪
定
お
し
ご
と
体
験
会
」
を
３
月

11
日
（
9
時
～
11
時
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
4
名
を
含
む
15
名
参
加
。
先
ず
屋
内
で

植
木
剪
定
仕
事
の
概
要
、
自
己
負
担
と
な
る

装
備
を
説
明
。
次
に
屋
外
に
て
梯
子
・
三
脚

等
器
材
の
重
さ
を
実
感
、
剪
定
鋏
等
に
て
枝

切
り
、
剪
定
ゴ
ミ
の
処
理
を
体
験
し
、
終
了

し
ま
し
た
。

　
一
人
で
も
多
く
、
植
木
剪
定
の
仲
間
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

	

（
理
事
　
中
平
）

　

定
時
総
会
の
中
で
「
令
和
８
年
度

会
員
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
対
象
者
34
名
の
う
ち
6
名
が

参
加
さ
れ
、
本
山
会
長
か
ら
感
謝
状

の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
基

準
は
会
員
歴
10
年
以
上
か
つ
満
85
歳

に
達
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。
皆

さ
ん
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

の
就
業
や
地
域
活
動
等
で
ご
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
る
貢
献

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
ご
活
動
を
い
た
だ
く

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 
● 

会
員
表
彰
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良
い
思
い
出
に
な
っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」

と
の
感
想
を
頂
き
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

（
地
区
委
員
　
若
井 

・ 

理
事
　
小
川
）

和
泉
下
高
地
区

地
元
再
発
見

和
田
堀
公
園
界
隈
を
散
策

大
宮
八
幡
宮
、

杉
並
区
立
郷
土
博
物
館
探
訪

　

５
月
20
日
（
水
）
の
最
高
気
温
は
29
・

7
度
。
風
薫
る
５
月
か
ら
は
程
遠
い
夏
日

で
し
た
が
、
参
加
者
28
名
は
活
力
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
の
大
宮
八
幡

宮
か
ら
善
福
寺
川
を
渡
り
、
和
田
堀
公
園

内
の
松
ノ
木
遺
跡
（
古
墳
時
代
の
復
元
住

居
跡
）
を
見
学
し
て
杉
並
区
立
郷
土
博
物

館
へ
。
水
分
補
給
の
小
休
憩
を
取
り
な
が

ら
１
時
間
半
強
の
散
策
を
全
員
が
踏
破
し

ま
し
た
。

　

３
年
前
に
鎮
座
９
６
０
年
を
迎
え
た
大

宮
八
幡
宮
は
明
治
神
宮
、
靖
国
神
社
に
次

ぐ
23
区
内
３
番
目
の
広
大
な
境
内
を
持
ち

ま
す
。
総
檜
作
り
の
社
殿
前
で
、
白
衣
に
浅

葱
色
の
袴
の
権
禰
宜
職
か
ら
「
大
宮
」
の

由
来
や
八
幡
宮
創
建
の
説
明
を
受
け
、
そ

の
由
緒
あ
る
歴
史
に
認
識
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
境
内
の
大
樹
は
高
々
と
緑
を
濃
く

し
、
社
叢
（
神
社
の
森
）
は
都
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
杉
並
区
立
郷
土
博
物
館
」
で
は
学
芸
員

の
案
内
で
、
収
集
さ
れ
た
資
料
や
パ
ネ
ル

か
ら
杉
並
の
歴
史
や
人
々
の
暮
ら
し
の
変

遷
を
学
び
、
杉
並
ゆ
か
り
の
文
化
人
の
足

い
オ
レ
ン
ジ
色
、
ピ
ン
ク
や
赤
み
が
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
色
の
変
化
を
楽
し

め
ま
し
た
。

　

集
合
写
真
撮
影
後
、
柏
の
森
公
園
に
移

動
し
、
ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
飛
ば
し
会
は

16
名
の
参
加
で
し
た
。

　

連
休
中
に
30
本
の
ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ

を
製
作
し
、
基
本
的
な
飛
ば
し
方
を
指
導

し
、
最
後
は
男
女
別
に
距
離
を
競
い
、
そ

れ
ぞ
れ
上
位
3
名
の
方
に
竹
と
ん
ぼ
を
賞

品
に
し
ま
し
た
。

　

高
度
・
距
離
・
滞
空
時
間
の
競
技
会
レ

ベ
ル
の
飛
び
を
披
露
し
よ
う
と
競
技
会
用

の
も
の
も
持
参
し
飛
ば
し
ま
し
た
が
、
6

割
程
度
し
か
飛
ば
ず
、
連
休
中
4
日
間
の

竹
と
ん
ぼ
製
作
で
肩
・
腕
・
指
の
筋
肉
疲

労
で
力
が
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
何
十
年
ぶ
り
に
飛
ば
し
、

跡
に
も
触
れ
ま
し
た
。
近
現
代
史
に
お
け

る
杉
並
の
人
々
の
歴
史
的
な
関
わ
り
も
知

り
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
階
に
は
昭
和
30
年
頃
の
台
所
と
居
間

が
再
現
さ
れ
て
お
り
「
懐
か
し
い
〜
」
の

声
し
き
り
。
マ
ッ
チ
箱
一
つ
と
っ
て
も
、

昔
語
り
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

汗
ば
む
午
後
で
し
た
が
風
青
し
。
参
加

者
か
ら
「
木
漏
れ
日
の
中
、
皆
さ
ん
と
歩

き
良
い
時
間
だ
っ
た
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
ま
し
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
宮
八
幡
宮
に
は
カ
エ
ル

が
い
る
ん
で
す
よ
。「
幸
福
撫
で
が
え
る
」

と
い
う
大
石
が
祀
ら
れ
て
い
て
撫
で
る
と

幸
せ
が
返
る

4

4

ん
だ
そ
う
で
す
。
下
見
の
際
、

「
晴
れ
」
を
願
っ
て
当
地
区
委
員
た
ち
と
撫

で
撫
で
。
晴
れ
ま
し
た
ね
。

�

（
理
事
　
長
谷
川
）

高
井
戸
地
区

「
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
」
観
賞
会

～
ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
飛
ば
し
会

　

５
月
７
日
（
木
）、
高
井
戸
中
学
校
開
催

の
「
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
」
春
の
一
般
公
開
観

賞
会
を
３
年
連
続
で
企
画
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
26
名
と
順
調
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
を
学
習
し
た
高
井
戸

中
学
の
２
年
生
が
ア
ン
ネ
へ
の
手
紙
を
文

集
に
ま
と
め
、
ア
ン
ネ
の
父
・
オ
ッ
ト
ー

氏
や
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
財
団
に
送
付
し

た
こ
と
か
ら
交
流
が
ス
タ
ー
ト
。
翌
年

1
9
7
6
年
に
「
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
」
の
苗

木
３
株
が
高
井
戸
中
学
校
に
届
き
、
多
く

の
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
の
皆

様
の
支
援
が
あ
り
、
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
は
50

年
間
校
庭
に
咲
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

天
気
も
良
く
、
咲
き
始
め
は
黄
色
や
淡

地
区
活
動
報
告

荻
窪
地
区

杉
並
清
掃
工
場
見
学

ご
み
は
ど
こ
へ
行
く
の
？

暮
ら
し
を
支
え
る
工
場
探
検
！

　

5
月
27
日
（
水
）
午
前
10
時
、
高
さ

１
６
０
ｍ
の
白
い
煙
突
が
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
杉
並
清
掃
工
場
に
28
名
の
見
学
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
2
班
に
分
か
れ
、
清
掃
工
場
職

員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
ご
み
受
入
、
ご
み

焼
却
、
排
ガ
ス
処
理
と
い
う
工
程
に
沿
っ
て

工
場
内
の
施
設
や
設
備
を
巡
り
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
ご
み
収
集
車

が
次
々
と
到
着
し
、
ご
み
バ
ン
カ
（
ご
み
貯

蔵
槽
）
に
ご
み
を
投
入
し
て
い
ま
し
た
。
収

集
車
が
構
内
に
入
り
、
ご
み
を
降
ろ
し
て
退

出
す
る
ま
で
の
時
間
は
わ
ず
か
数
十
秒
、
ご

み
収
集
車
は
1
日
1
台
当
た
り
6
往
復
す
る

そ
う
で
す
。
ま
さ
に
「
働
く
車
」
と
い
う
言

葉
に
相
応
し
い
光
景
で
し
た
。

　

ご
み
バ
ン
カ
は
工
場
の
地
下
3
階
か
ら
地

上
5
階
ま
で
を
貫
く
巨
大
な
ご
み
貯
留
施
設

で
、
最
大
約
4

日
分
の
ご
み
を

保
管
で
き
ま

す
。
施
設
上
部

か
ら
吊
り
下
げ

ら
れ
た
巨
大
な

ク
レ
ー
ン
が
ご

み
を
均
一
に
バ

ン
カ
内
に
貯
留

さ
れ
る
よ
う
常

に
動
き
回
り
、

ご
み
を
撹
拌
し
て
い
ま
し
た
。時
々
、ク
レ
ー

ン
が
大
量
の
ご
み
を
吊
り
上
げ
、
焼
却
炉
に

投
入
す
る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

焼
却
炉
は
一
日
あ
た
り
６
０
０
ト
ン
の
処

理
能
力
を
持
ち
、
８
０
０
℃
以
上
の
高
温
で

24
時
間
連
続
運
転
さ
れ
て
い
ま
す
。
炉
内
を

ガ
ラ
ス
越
し
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
炉
内
の

強
烈
な
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

清
掃
工
場
で
は
排
ガ
ス
対
策
や
発
電
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
、
焼
却
灰
の
資
源
化
な

ど
、
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
な
お
、
焼
却
後
に
残
る
灰
の
約
6
割
は

東
京
湾
の
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
残
余
年
数
は
約
50
年
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
学
を
通
じ
て
、
ご
み
を
減
ら
し

資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
行
動
、
３

R
（Reduce

、Reuse

、Recycle

）
の
重
要

性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
中
で
も
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
発
生
を
抑
え
る

「Reduce

」
を
実
践
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。	（
理
事
　
坂
本
）

こんなこと、ありませんか？

～今日から始める
フレイル予防～

杉並区高齢者在宅支援課
フレイル予防推進係長　岡田 和子

高齢者の健康 連載・48

フ
レ
イ
ル
予
防
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❶
杉
並
・
げ
ん
き
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
専

門
職
と
一
緒
に
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
有
効

な
運
動
の
仕
方
や
栄
養
、
口
腔
ケ
ア
な
ど

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ぶ
全
５
日
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
全
５
回
と
も
運
動
指
導
が

入
り
ま
す
。

❷
65
歳
か
ら
の
身
体
能
力
測
定
会　

握
力

や
歩
行
能
力
テ
ス
ト
な
ど
の
身
体
能
力
測

定
や
筋
肉
量
な
ど
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
、
元
気
度
を
測
定
し
ま
す
。
専
門

職
に
よ
る
個
別
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

❸
地
域
さ
さ
え
愛
グ
ル
ー
プ　

グ
ル
ー
プ

ご
と
に
、
月
１
回
か
ら
４
回
ほ
ど
集
ま
り
、

み
ん
な
で
体
操
を
行
っ
た
り
、
歌
や
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
す
。
知
り
合
い

を
作
り
た
い
、
誰
か
と
話
し
た
い
人
に
お

勧
め
で
す
。

❹
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
講
座　

歴
史
探
訪
、

男
性
限
定
の
料
理
教
室
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
、
仲
間
と
楽
し
み
な
が
ら
認
知

症
を
予
防
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

❺
公
園
か
ら
歩
く
会　

区
内
の
公
園
（
10

か
所
）
を
起
点
に
、
３
～
５
キ
ロ
を
み
ん

な
と
歩
く
楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

❻
わ
が
ま
ち
一
番
体
操　

椅
子
に
座
っ
て

行
う
体
操
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ナ
イ
ス

ボ
ー
ル
体
操
な
ど
、
１
回
１
時
間
程
度
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
健
や
か
に
過
ご

す
た
め
に
、
今
日
か
ら
フ
レ

イ
ル
予
防
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

※
事
業
の
詳
細
は
区
の
H
P

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
体
に
起
こ
る
、

小
さ
な
変
化
に
気
づ
い
て
い
ま
す
か
？

　

最
近
、「
階
段
で
つ
ま
ず
く
」「
お
茶
を

飲
む
と
き
に
よ
く
む
せ
る
」「
出
か
け
る
の

が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
ら
は
、
フ
レ
イ

ル
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
と
も
な
い
体

や
心
の
働
き
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
弱

く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
健
康
な
状

態
と
要
介
護
状
態
の
中
間
に
位
置
し
、
放
っ

て
お
く
と
要
介
護
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
早
め
に
気
づ
い
て
適
切
に
対

応
す
れ
ば
、
再
び
健
康
状
態
に
戻
れ
る
段

階
で
す
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
運

動
（
身
体
活
動
）
②
栄
養
（
食
事
・
口
腔
）

③
社
会
参
加
（
人
と
の
つ
な
が
り
）
の
３

つ
で
す
。

　
「
フ
レ
イ
ル
予
防
？
面
倒
く
さ
い
」「
大
変

そ
う
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」
そ
う
思
っ

た
方
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
区
で
は
様
々
な


